大阪府条例第　　　号

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
　職員の特殊勤務手当に関する条例（平成十年大阪府条例第四十一号）の一部を次のように改正する。

　次の表の改正前の欄に掲げる規定を同表の改正後の欄に掲げる規定に傍線で示すように改正する。

	改正後
	改正前

	
	

	（防疫等作業手当）
第九条　（略）
一　（略）
二　職員（次条第一項に規定する職員を除く。）が、家畜伝染病予防法（昭和二十六年法律第百六十六号）第二条第一項に規定
する家畜伝染病（口EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(てい),蹄)疫、高病原性鳥インフルエンザ、低病原性鳥インフルエンザその他人事委員会規則で定める家畜伝染病に限る。）のまん延を防止するために行う家畜のと殺、家畜の死体の焼却若しくは埋却又は畜舎等の消毒の業務に従事したとき。
三　家畜伝染病予防法第二条第一項に規定する家畜伝染病（流行性脳炎、狂犬病、
炭EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),疽)、ブルセラ病及び鼻疽に限る。）又は感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行令（平成十年政令第四百二十号）第十四条に規定する感染症（以下これらを「家畜伝染病等」という。）に関し、人事委員会規則で定める機関に勤務する職員が、次に掲げる業務に従事したとき。

イ・ロ　（略）
四　（略）
２　（略）
一　次号及び第三号に掲げる業務以外の業務　従事した日一日につき二百九十円
二　前項第二号に掲げる業務　従事した日一日につき三百八十円（著しく危険である業務（人事委員会規則で定めるものに限る。）に従事した場合にあっては、その額にその百分の百に相当する額を加算した額）
三　前項第四号ロ及びハに掲げる業務　従事した日一日につき四百五十円
（併給禁止）

第二十二条　（略）

職員の区分
手当の種類
人事委員会規則で定める機関に勤務する職員
防疫等作業手当（第九条第一項第四号イからハまでに掲げる業務に係るものに限る。）
（略）

（略）
２―４　（略）
	（防疫等作業手当）
第九条　（略）
一　（略）
二　家畜伝染病予防法（昭和二十六年法律第
百六十六号）第二条第一項に規定する家畜
伝染病（流行性脳炎、狂犬病、炭EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そ),疽)、ブルセラ病及び鼻疽に限る。）又は感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律施行令（平成十年政令第四百二十号）第十四条に規定する感染症（以下これらを「家畜伝染病等」という。）に関し、人事委員会規則で定める機関に勤務する職員が、次に掲げる業務に従事したとき。

イ・ロ　（略）
三　（略）
２　（略）
　一　次号に掲げる業務以外の業務　従事した日一日につき二百九十円
　二　前項第三号ロ及びハに掲げる業務　従事した日一日につき四百五十円
（併給禁止）

第二十二条　（略）

職員の区分
手当の種類
人事委員会規則で定める機関に勤務する職員
防疫等作業手当（第九条第一項第三号イからハまでに掲げる業務に係るものに限る。）
大阪府こころの健康総合センターに勤務する職員（人事委員会規則で定める職員に限る。）
精神保健福祉等業務手当
（略）

（略）
２―４　（略）

	
	


附　則
　この条例は、公布の日から施行し、第九条の改正規定は、平成三十一年二月六日から適用する。
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